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研究成果の概要（和文）：ラット脊髄損傷モデルの慢性期に対し骨髄間葉系幹細胞(MSC)の経静脈的移植を行
い、治療効果を検討した。T9高位の脊髄を圧挫し、重度脊髄損傷モデルを作製した。損傷10週後にMSCを経静脈
的に移植した。後肢の麻痺は移植翌週から改善が見られ始め、対照群よりも有意な回復を得た。移植したMSCの
数%が損傷部に集積した。血液脊髄関門の機能は、損傷後11週が経過していても不安定であったが、MSCの移植に
より速やかに安定し、このことが移植後早期の麻痺の回復に寄与していると考えられた。また、微小血管系の新
生、損傷軸索の側枝形成、脱髄軸索の再有髄化などを認め、MSCの作用が多段階に生じていることを確認した。

研究成果の概要（英文）：Intravenous infusion of mesenchymal stem cells (MSCs) derived from bone 
marrow improves behavioral function in rat models of acute spinal cord injury (SCI). In this study, 
MSCs were infused 10 weeks after the induction of a severe contusive SCI. Locomotor function was 
assessed until 20 weeks post-SCI. Motor recovery was greater in the MSC group with rapid improvement
 beginning in earlier post-infusion times than in the vehicle group. Blood spinal cord barrier 
(BSCB) integrity was assessed by the intravenous infusion of Evans Blue with quantitation of its 
leakage, and that was reduced in the MSC group. There was extensive remyelination around the lesion 
center and increased neovascularization/sprouting of the nerve fibers. These results indicate that 
the MSC therapy results in functional improvements that is associated with structural changes in the
 chronically injured spinal cord including stabilization of the BSCB, axonal sprouting/regeneration 
and remyelination.

研究分野： 整形外科学

キーワード： mesenchymal stem cell　spinal cord injury　transplantation
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C:脊髄の損傷部、その吻側、尾側の切片(各
1cm)の中に沈着した Evans Blue の色素量を
評価した。損傷部において、MSC 群は対照群
よりも漏出量が有意に小さかった。 
 
図 4 
血管内皮細胞を抗 RECA-1 抗体で、周皮細
胞を抗 PDGFR-β抗体で染色した。 
A-C:対照群 
D-F:MSC 群 
微小血管の血管内皮細胞と周皮細胞の長
さを計測し、両群間で比較した。 
G:血管内皮細胞の比較 
H:周皮細胞の比較 
I:血管内皮細胞に対する周皮細胞の被覆
率の比較 
MSC 群では対照群よりも、血管の被覆率が
有意に高かった。 
 
図 5 
A-C:電子顕微鏡を用いて、MSC 移植を行った
ラットの脊髄損傷部を観察した。末梢神経型
髄鞘を伴った再有髄化した軸索の存在を確
認した。 
D:MSC 移植を行ったラットの脊髄損傷部に対
し、抗 P0 抗体で末梢神経型髄鞘を赤色に標
識した。同様に、末梢神経型髄鞘を伴った軸
索が認められた。 
 
図 6 
損傷 20 週後の脊髄損傷部のプラスチック
切片を作製し、トルイジンブルー染色を行
った。 
A, C:対照群のラットの脊髄損傷部（低倍
率と高倍率） 
B, D: MSC 群のラットの脊髄損傷部（低倍
率と高倍率） 
E: MSC 群では、対照群よりも再有髄化軸索
が有意に多かった。 
 
図 7 
脊髄後索の皮質脊髄路（損傷部吻側・損傷部
尾側）を抗 PKC-γ抗体で染色した。 
A, B:対照群の損傷部吻側、尾側。 
C, D:MSC 群の損傷部吻側、尾側。 
E: 損傷部の吻側と尾側において、染色され
た皮質脊髄路線維量を対照群とMSC群で比較
した。MSC 群は損傷部尾側で対照群と比し、
側枝形成が有意に生じていた。 
 
図 8 
脊髄前角のセロトニン線維（損傷部吻側・損
傷部尾側）を抗 5-HT 抗体で染色した。 
A, B:対照群の損傷部吻側、尾側。 
C, D:MSC 群の損傷部吻側、尾側。 
E: 損傷部の吻側と尾側において、染色され
たセロトニン線維を対照群とMSC群で比較し
た。MSC 群は損傷部尾側で対照群と比し、損
傷軸索の再生が有意に生じていた。 
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